
序
本
稿
は
、「『
兵
法
家
伝
書
』
伝
本
の
比
較
研
究　

─
細
川
家
本
と
小
城
鍋
島

家
本
─
」
の
第
三
段
で
あ
り
、
細
川
家
本
『
兵
法
家
伝
書
』
の
下
巻
に
相
応
す

る
「
兵
法
家
伝
書
下
巻
」
の
中
の
「
無
刀
之
巻
」
の
翻
刻
を
中
心
に
、
既
に
活

字
化
さ
れ
て
い
る
小
城
鍋
島
家
本
と
の
比
較
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
の
出
発
点
は
、
門
外
不
出
と
さ
れ
て
い
た
『
兵
法
家
伝
書
』
が
流
布

さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
に
基
づ
く
。
周
知
の
よ
う
に
、
柳
生
宗
矩
『
兵
法
家

伝
書
』
は
四
系
統
の
伝
本
（
江
戸
家
本
、
小
城
鍋
島
家
本
、
鹿
島
鍋
島
家
本
、

細
川
家
本
）
が
あ
り
、
流
布
さ
れ
た
『
兵
法
家
伝
書
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
ど
の

系
統
か
を
確
認
す
る
為
に
は
、
四
系
統
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
明
確
に
し
て
お

く
必
要
性
が
あ
る
と
判
断
し
、
今
回
の
翻
刻
並
び
に
伝
本
比
較
が
試
み
ら
れ
た

か
と
う
じ
ゅ
ん
い
ち
：
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
教
授

わ
け
で
あ
る
。
即
ち
、
本
研
究
の
意
義
は
、
流
布
さ
れ
て
い
る
『
兵
法
家
伝
書
』

の
系
統
を
確
認
す
る
た
め
の
、
四
系
統
の
伝
本
の
特
性
比
較
と
い
う
こ
と
に
な

る
。今

回
の
一
連
の
作
業
で
は
、
細
川
家
本
の
翻
刻
を
中
心
に
小
城
鍋
島
家
本
と

の
比
較
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
他
の
伝
本
ま
で
そ
れ
を
広
げ
る
予
定
で
い

る
。
な
お
、
本
研
究
で
用
い
て
い
る
細
川
家
本
は
『
日
本
武
道
体
系
』）

（
（

に
複
製

収
録
さ
れ
た
も
の
を
用
い
、
比
較
対
象
と
な
る
小
城
鍋
島
家
本
は
拙
著
『
兵
法

家
伝
書
に
学
ぶ
』）

（
（

の
資
料
編
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
用
い
た
。

一　

細
川
家
本
『
兵
法
家
伝
書
』
下
巻
（「
無
刀
之
巻
」）　

凡
例

（　
�

本
書
は
『
日
本
武
道
体
系
』
に
複
製
収
録
さ
れ
た
も
の
を
底
本
と
し
た
。

柳
生
宗
矩
が
寛
永
一
四
（
一
六
三
七
）
年
に
細
川
忠
利
に
伝
授
し
た
も

目白大学　人文学研究
第６号　（0（0年　1−111

加
藤　

純
一

Junichi K
A

T
O

キ
ー
ワ
ー
ド
：『
兵
法
家
伝
書
』
無
刀
之
巻
、
細
川
家
本

Key W
ords

：H
eiho-K

aden-sho,�M
uto-no-m

aki,�T
he�H

osokaw
aʼs�m

anuscripts

『
兵
法
家
伝
書
』
伝
本
の
比
較
研
究
Ⅲ　

─
細
川
家
本
と
小
城
鍋
島
家
本
─

A
 Com

parative Study of the Side Books of H
eiho‒ kaden‒ sho

1



加藤　純一 �

の
で
あ
る
。

（　

�

本
書
で
の
翻
刻
作
業
で
は
、
最
初
に
本
文
を
入
力
し
、
続
い
て
朱
書
き

の
部
分
を
加
筆
し
た
。
読
点
は
文
末
箇
所
で
は
句
点
に
換
え
、
不
足
箇

所
に
お
い
て
は
原
文
に
従
い
加
筆
は
行
わ
な
か
っ
た
。

3　

�
朱
書
き
の
濁
点
は
書
き
入
れ
た
が
、
本
文
に
な
い
場
合
に
は
そ
の
ま
ま

と
し
た
。

4　

左
側
ル
ビ
は
該
当
箇
所
の
下
に
〈　

〉
で
表
記
し
た
。

二　

本
文

兵
法
家
傳
書
下
巻

○　

無
刀
之
巻

無
刀
と
て
、
必
し
も
、
人
の
刀
を
と
ら
す
し
て
、
か
な
は
ぬ
と
云
儀
に
あ
ら

す
。
又
刀
を
取
て
見
せ
て
、
是
を
名メ
イ
ヨ誉

に
せ
ん
に
て
も
な
し
。
わ
か
刀
な
き
時
、

人
に
き
ら
れ
し
と
の
無
刀
也
。
い
で
取
て
見
せ
う
な
と
ゝ
云
事
を
、
本
意
と
す

る
に
あ
ら
す
。

○
一　

と
ら
れ
じ
と
す
る
を
、
是ゼ

ヒ非
、
と
ら
ん
と
す
る
に
は
あ
ら
す
。
と
ら
れ

し
と
す
る
を
は
、
と
ら
ぬ
も
無
刀
也
。
と
ら
れ
じ

く
と
す
る
人
は
、
き
ら
ふ

事
を
は
わ
す
れ
て
、
と
ら
れ
ま
ひ
と
ば
か
り
す
る
程
に
、
人
を
き
る
事
は
な
る

ま
し
き
也
。
わ
れ
は
、
き
ら
れ
ぬ
を
、
勝
と
す
る
也
。
人
の
刀
を
取
を
、
藝ゲ
イ

と

す
る
道
理
に
て
は
な
し
。
わ
れ
刀
な
き
時
に
、
人
に
き
ら
れ
ま
じ
き
用
の
習
也
。

○
一　

無
刀
と
云
は
、
人
の
刀
を
と
る
、
藝ゲ
イ

に
は
あ
ら
す
。
諸シ
ヨ
ダ
ウ
グ

道
具
を
自ジ
ユ
ウ由

に
、

つ
か
は
ん
か
為
也
。
刀
な
く
し
て
、
人
の
刀
を
と
り
て
、
さ
へ
、
わ
が
刀
と
す

る
な
ら
ば
、
何
か
わ
が
手
に
持
て
、
用
に
た
ゝ
ざ
ら
ん
。
扇ア
フ
ギを
持
て
成
共
、
人

の
刀
に
勝
へ
し
。
無
刀
は
、
此
心
懸
な
り
。
刀
も
た
す
し
て
、
竹
杖ツ
エ

つ
ひ
て
行

時
、
人
、
寸
の
長
き
刀
を
、
ひ
ん
ぬ
ひ
て
か
ゝ
る
時
、
竹
杖
に
て
、
あ
ひ
し
ら

ひ
て
も
、
人
の
刀
を
、
取
も
し
、
又
、
必
と
ら
す
共
、
お
さ
へ
て
、
き
ら
れ
ぬ

か
勝
也
。
此
心
持
を
本ホ
ン
イ意

と
お
も
ふ
へ
し
。

○
一　

無
刀
は
、
と
る
用
に
て
も
、
な
し
。
人
を
き
ら
ん
に
て
も
な
し
。
敵
か

ら
、
是ゼ

ヒ非
き
ら
ん
と
せ
は
、
取
へ
き
也
。
取
事
を
、
は
し
め
よ
り
、
本
意
と
は

せ
ざ
る
也
。
よ
く
つ
も
り
を
、
心
得
ん
が
為
な
り
。
敵
と
、
わ
か
身
の
間
、
何

程
あ
れ
ば
、
太
刀
が
あ
た
ら
ぬ
と
云
事
を
、
つ
も
り
し
る
也
。
あ
た
ら
ぬ
つ
も

り
を
よ
く
し
れ
ば
、
敵
の
打
太
刀
に
、
お
そ
れ
す
。
身
に
あ
た
る
時
は
、
あ
た

る
分
別
の
は
た
ら
き
あ
り
。
無
刀
は
、
刀
の
わ
が
身
に
、
あ
た
ら
ざ
る
程
に
て

は
、
と
る
事
な
ら
ぬ
な
り
。
太
刀
の
わ
が
身
に
あ
た
る
座
に
て
取
也
。
き
ら
れ

て
と
る
へ
し
。

○
一　

無
刀
は
、
人
に
は
刀
を
も
た
せ
、
我
は
手
を
道ダ
ウ
グ具

に
し
て
、
仕シ
ア
イ相

す
る

つ
も
り
也
。
然
は
、
刀
は
な
が
く
、
手
は
み
じ
か
し
。
敵
の
身
ち
か
く
よ
り
て
、

き
ら
る
ゝ
程
に
あ
ら
す
は
、
成
間
敷
也
。
敵
の
太
刀
と
我
手
と
し
あ
ふ
分
別
す

へ
き
に
や
。
さ
あ
れ
ば
、
敵
の
刀
は
、
わ
が
身
よ
り
外
へ
ゆ
き
こ
し
て
、
わ
れ

は
敵
の
太
刀
の
柄
の
下
に
な
り
て
、
ひ
ら
き
て
、
太
刀
を
お
さ
ふ
へ
き
心
あ
て

な
る
へ
き
に
や
。
時
に
あ
た
つ
て
、
一
様
に
か
た
ま
る
へ
か
ら
す
。
い
つ
れ
に

て
も
、
身
に
よ
り
そ
は
す
は
、
と
ら
れ
ま
し
き
也
。

○
一　

無
刀
は
、
當タ
ウ
リ
ウ流

に
、
是
を
専セ
ン

一
の
秘ヒ

ジ事
と
す
る
也
。
身
構
、
太
刀
構
、

場バ

の
位
、
遠エ
ン
キ
ン近

、
う
こ
き
は
た
ら
き
、
つ
け
、
か
け
、
表ヒ
ヤ
ウ
リ裏

、
悉シ
ツ
カ
イ皆

、
無
刀
の

つ
も
り
よ
り
出
る
。
故
に
、
是
、
簡カ
ン

要ヨ
ウ

の
眼
マ
ナ
コ

也
。
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○
一　

大゙
機キ

大゙
用ユ
ウ

。
用ユ
ウ

を
、
用ユ
ウ

と
よ
む
へ
し
。
物
の
躰タ
イ

用ユ
ウ

の
時
、
用
と
よ
む

へ
し
。
物
こ
と
に
、
躰タ
イ

用ユ
ウ

と
云
事
あ
り
。
躰タ
イ

が
、
あ
れ
ば
、
用ユ
ウ

が
あ
る
物
也
。

た
と
へ
ば
、
弓
は
、
躰タ
イ

な
り
。
ひ
く
ぞ
い
る
ぞ
、
あ
た
る
ぞ
と
云
は
、
弓
の
用ユ
ウ

。

燈
ト
モ
シ
ヒは

、
躰
な
り
。
ひ
か
り
は
用
也
。
水
は
躰タ
イ

也
。
う
る
ほ
ひ
は
、
水
の
用ユ
ウ

。
梅

は
躰タ
イ

也
。
カ
香
ぞ
色
ぞ
と
云
は
用ユ
ウ

。
刀
は
躰タ
イ

な
り
き
る
、
つ
く
は
、
用ユ
ウ

。
然
は
、

機キ

は
躰タ
イ

な
り
。
機キ

か
ら
外ホ
カ

へ
、
あ
ら
は
れ
て
、
様サ
マ

く々
の
は
た
ら
き
あ
る
を
、
用

と
云
也
。
梅
の
躰タ
イ

あ
る
故
に
、
躰タ
イ

よ
り
花
さ
き
、
色イ
ロ
カ香

あ
ら
は
れ
、
匂ニ
ホ

ひ
を
は

つ
す
る
こ
と
く
に
〈
ニ
ホ
イ
ト
ハ
カ
ノ
行
ワ
タ
リ
イ
ツ
ク
ニ
モ
ミ
チ
タ
ル
ヲ
匂

ヒ
ト
云
也
〉、
機キ

う
ち
に
有
て
、
其
用ユ
ウ

、
外
に
は
た
ら
き
、
つ
け
、
か
け
、
表ヒ
ョ
ウ
リ裏
、

懸ケ
ン
タ
イ待
、
様
々
の
色
を
、
し
か
け
な
と
す
る
事
、
内
に
か
ま
へ
た
る
機
あ
る
に
よ

り
て
、
外
へ
は
た
ら
き
か
出
る
。
是
を
用
と
申
也
。
大゙
と
は
、
ほ
む
る
言コ
ト
バ葉

な

り
。
大゙
明
神
大゙
権ゴ
ン
ケ
ン現

、
大゙
菩ボ
ザ
ツ薩

、
な
と
ゝ
云
も
、
大
は
、
褒ホ
ウ
ビ美

の
言
葉
也
。
大

機
な
る
故
に
、
大
用ユ
ウ

か
あ
ら
は
る
ゝ
也
。
禅ゼ
ン
ソ
ウ僧
の
自ジ
ユ
ウ
ジ
ザ
イ

由
自
在
に
、
身
を
は
た
ら

か
し
、
何
事
を
い
ふ
も
、
何
事
を
す
る
も
、
皆ミ
ナ

道
理
に
か
な
ふ
て
、
理
に
通ツ
ウ

ず

る
。
是
を
大゙
神゙
通ヅ
ウ

と
云
大
機キ

大
用ユ
ウ

と
云
也
。
神゙
通ヅ
ウ

神゙
変ベ
ン

と
云
は
、
別ヘ
チ

に
虚コ
ク
ウ空

か

ら
、
鬼ヲ
ニ
カ
ミ神

か
く
だ
り
て
、
不フ

シ

ギ
思
議
を
な
す
な
ど
ゝ
云
を
、
神
変ベ
ン

と
は
い
は
ず
。

何
事
を
す
る
を
も
、
自ジ
ユ
ウ
ジ
ザ
イ

由
自
在
を
は
た
ら
く
を
云
也
。
数カ
ス

く々
の
太
刀
構カ
マ
ヘ、
表
裏
、

偽
イ
ツ
ハ
リ、
諸シ
ヨ
ダ
ウ
グ

道
具
の
さ
ば
き
飛ト
ヒ

あ
が
り
飛
さ
が
り
、
手
に
や
い
ば
を
と
り
足
に
、
蹴ケ

お
と
し
、
様
々
に
は
た
ら
き
、
ナ
ラ
ヒ
習
の
外
に
、
自ジ
サ
イ在

を
得
事
、
是
を
大
用

と
云
也
。
常ツ
ネ

く々
内
に
機
を
、
具グ

せ
ざ
れ
は
、
大
用ユ
ウ

は
、
あ
ら
は
る
ま
し
き
也
。

座ザ
シ
キ敷
に
、
な
を
る
と
も
、
上ウ
ヘ

を
先マ
ヅ

見
テ
左サ

ウ右
を
見
て
、
上ウ
ヘ

よ
り
、
自シ
ゼ
ン然
落ヲ
ツ

る
物

あ
ら
ば
と
、
心
懸カ
ケ

、
戸ト

障シ
ヤ
ウ
ジ子
の
き
は
に
、
な
を
る
と
も
、
こ
ろ
び
か
せ
ん
と
、

心
に
か
け
、
或ア
ル
イ

は
、
貴キ

人
、
高カ
ウ
イ位

の
、
御
座
ち
か
く
、
伺シ
コ
ウ候

の
時ト
キ

、
自シ
ゼ
ン然

の
、

不フ
リ
ヨ慮

の
事
や
、
出
来
せ
ん
と
、
心
懸
、
門モ
ン
コ戸

を
、
出
入
共
、
出
入
に
付
て
、
心

を
す
て
ず
常
々
、
心
に
か
く
る
。
是
皆ミ
ナ

機キ

也
。
此
機キ

常ツ
ネ

に
、
内
に
在
故
に
、
自シ
ゼ
ン然

の
時
、
き
ど
く
の
、
早サ
ウ
ソ
ク速
が
、
出イ
テ
ア
イ合
、
是
を
、
大ダ
イ
ユ用
と
云
然
共
、
此
機
が
い
ま

だ
熟ジ
ユ
ク

せ
さ
る
時
は
、
用ユ
ウ

が
あ
ら
は
れ
ぬ
な
り
。
万ヨ
ロ
ツ
ノ道

に
、
心
懸カ
ケ

が
、
つ
も
り
、

功コ
ウ

が
か
さ
な
れ
は
、
機キ

が
熟ジ
ユ
クし

て
、
大
用ユ
ウ

が
は
つ
す
る
也
。
機キ

か
、
こ
り
か
た

堅
ま
り
、
い
か
た
ま
れ
は
用ユ
ウ

か
な
き
也
。
熟ジ
ユ
クす
れ
ば
、
全ゼ
ン
シ
ン身
、
全セ
ン
タ
イ躰
に
、
の
び

ひ
ろ
ご
り
、
手
に
も
、
足
に
も
、
目
に
も
、
耳ミ
ヽ

に
も
、
そ
の
所
々
に
て
、
大゙
用

が
は
つ
す
る
也
。
此
大゙
機
大゙
用
の
人
に
あ
ふ
て
は
、
習
の
た
け
を
、
つ
か
ふ
兵

法
は
、
手
を
あ
ぐ
る
事
も
、
な
ら
ぬ
物
也
。
見
づ
め
な
と
ゝ
云
事
も
、
あ
る
べ

き
儀
也
。
大
機
の
人
の
、
目
に
て
、
一
目
、
に
ら
み
た
ら
は
、
そ
の
マ
ナ
コ
眼

ざ
し
に
、
心
を
と
ら
れ
て
、
太
刀
を
、
ぬ
く
手
を
、
わ
す
れ
て
、
た
ゝ
あ
る
へ

し
。
め
ま
ぢ
一
す
る
程
な
り
と
も
、
お
く
れ
た
ら
ば
（
マ
マ
）や

、
負マ
ケ

を
取ト
ル

へ
し
。
猫ネ
コ

が
、

に
ら
め
は
、
ね
ず
み
が
、
そ
ら
よ
り
お
つ
る
者
也
。
猫
の
、
眼マ
ナ
コさ
し
に
、
氣
を

と
ら
れ
て
、
ふ
む
足
を
も
わ
す
れ
て
、
お
つ
る
也
。
大
機
の
人
に
あ
ふ
て
、
鼠
ネ
ズ
ミ

の
猫
に
あ
ふ
た
る
こ
と
く
也
。
禅
句
に
、
大ダ
イ
ユ
ウ用

現ゲ
ン
ゼ
ン前

不ス
レ

存
ゾ
ン
ゼ

二
軌キ

則ソ
ク
ヲ

一
と
云
。

現ゲ
ン
ゼ
ン前

と
は
、
大
機キ

の
人
大
用ユ
ウ

が
前マ
ヘ

に
あ
ら
は
る
ゝ
と
云
義
也
。
此
大
機
大
用
の

人
は
、
そ
つ
と
も
習
ナ
ラ
ヒ

法ハ
ウ

符フ

に
か
ゝ
は
ら
ぬ
を
不ズ
レ

存
ゾ
ン
セ

二
軌キ

則ソ
ク

一
と
云
也
。
軌キ

則ソ
ク

と

は
、
習
ナ
ラ
ヒ

法ハ
ウ

符フ

法ハ
ツ
ト度
の
事
也
。
よ
ろ
つ
の
道
に
、
習
、
法
符
、
法
度
と
云
事
有
也
。

至シ
ゴ
ク極

の
人
は
、
は
ら
り
と
、
そ
れ
を
、
は
な
る
ゝ
也
。
自ジ
ユ
ウ
シ
ザ
イ

由
自
在
を
す
る
也
。

法ホ
ウ

の
外ホ
カ

に
、
自ジ
ザ
イ在

を
す
る
。
是
を
大゙
機キ

大゙
用ユ
ウ

の
人
と
云
也
。
機
と
云
は
、
内
に
、

油ユ
タ
ン断
な
く
、
物
ご
と
を
、
お
も
ひ
ま
ふ
け
て
、
居
を
云
也
。
し
か
れ
は
、
其
お

も
ひ
つ
め
た
る
機
が
、
い
か
た
ま
り
、
凝
ウ
ク
メ
ガ
イ〈
コ
リ
〉
か
た
ま
り
て
、
か
へ
つ

て
、
機
に
か
ら
め
ら
れ
て
、
不フ
ジ
ユ
ウ

自
由
な
り
。
い
ま
た
、
機
か
、
熟シ
ユ
ク

せ
ぬ
故
也
。
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功コ
ウ

を
つ
め
は
、
機
か
熟シ
ユ
クし
て
、
わ
か
躰タ
イ

に
、
と
け
ひ
ろ
こ
り
て
、
自
由
を
、
は

た
ら
く
。
是
を
大
用
と
云
也
。

機
と
は
、
即
ス
ナ
ハ
チ

氣
也
。
座ザ

に
よ
つ
て
、
機
と
云
也
。
心
は
、
お
く
な
り
氣
は
、

口
な
り
。
樞ス
ウ
キ機
〈
ク
ル
ゝ
〉
と
て
、
戸ト

の
く
る
ゝ
也
。
心
は
、
一
身
の
主シ
ユ

人゙
な

れ
は
、
お
く
の
座
に
居
る
者
と
心
得
へ
し
氣
は
、
戸
口
に
居
て
、
心
を
、
主
人

と
し
て
、
外
へ
は
た
ら
く
也
。
心
の
善セ
ン
ア
ク悪

に
、
わ
か
る
は
、
此
、
機
か
ら
、
外

へ
出
て
、
善ゼ
ン

に
行ユ
ク

も
悪ア
ク

に
行
も
、
此
機
に
、
よ
り
て
分ワ
カ

る
ゝ
也
。
戸
口
に
、
き

つ
と
ひ
か
へ
、
た
も
ち
た
る
氣
を
、
機
と
申
也
。
人
樞ク
ル
ゝを
あ
け
て
、
出
て
、
外

に
て
、
悪
を
す
る
も
、
善
を
す
る
も
、
神
ベ
ン
変
神
通ヅ
ウ

を
は
た
ら
く
も
、
此
戸

口
の
、
く
る
ゝ
を
、
あ
け
さ
る
時
の
、
思シ
ア
ン案

に
よ
る
也
。
さ
れ
は
此
機
が
、
大

事
の
物
也
。
此
機
が
、
は
た
ら
け
ば
、
外
へ
、
出
て
、
大
用
が
、
あ
ら
は
る
ゝ

也
。
何イ
ヅ

れ
も
、
氣
と
、
心
得
て
は
ち
か
は
ぬ
也
。
そ
の
あ
り
所
に
、
よ
り
て
い

ひ
か
へ
た
物
也
。
又
し
か
り
と
て
、
お
く
口
と
云
て
身
の
内
に
い
づ
く
を
、
お

く
と
い
ひ
、
い
つ
く
を
口
な
り
と
、
定サ
ダ
ムる

事
な
し
。
た
と
へ
、
な
れ
ば
、
お
く

と
も
、
口
と
も
い
ふ
な
り
。
人
の
、
も
の
い
ふ
が
こ
と
し
。
い
ひ
は
し
む
る
所

を
、
口
と
も
い
ひ
、
云
は
た
す
所
を
、
お
く
と
も
云
へ
し
そ
の
こ
と
は
に
お
く

口
の
座
敷
は
、
さ
た
ま
ら
ぬ
也
。

○
一　

摩マ

ヌ拏
羅ラ

尊ソ
ン
シ
ヤ者

の
偈ゲ

に
云
く

心シ
ン
ハ

随
シ
タ
カ
ツ
テ

二

万ハ
ン
キ
ヤ
ウ境

一

轉テ
ン
ス、

々テ
ン

處ジ
ヨ

実ヂ
ツ
ニ

能ヨ
ク
ユ
ウ
ナ
リ幽

右
の
偈ゲ

は
、
参サ
ン
ガ
ク学
に
秘ヒ

す
る
事
也
。
兵
法
に
、
此
意コ
ヽ
ロ

簡カ
ン

要ヤ
ウ

な
る
故
に
、
引
合

て
、
爰コ
ヽ

に
記シ
ル
スレ

之コ
レ
ヲ。

参サ
ン
ガ
ク学

せ
ざ
る
人
は
、
と
く
と
、
心
得
が
た
か
る
へ
し
。
萬
バ
ン
ケ
ヤ
ウ境

と
は
、
兵
法
な
ら
ば
、
敵
の
数カ
ス

々
の
は
た
ら
き
也
其
一
つ

く
の
は
た
ら
き
に
、

心
が
て
ん
す
る
也
。
た
と
へ
ば
敵
が
太
刀
を
ふ
り
あ
ぐ
れ
は
、
其
太
刀
に
、
心

が
て
ん
し
右
へ
、
ま
は
せ
は
、
右
へ
心
か
て
ん
じ
、
左
へ
ま
は
せ
は
、
左
へ
て

ん
ず
る
。
是
を
随
テ

ニ
万
境
ニ

一

轉テ
ン
ズと

云
也
。
轉
処
実
ニ
能ヨ
ク

幽カ
ス
カな

り
と
云
所
が
兵
法

の
眼
マ
ナ
コ

也
其
所
に
心
が
あ
と
を
残ノ
コ

さ
ず
し
て
、
こ
ぎ
行ユ
ク

舟フ
ネ

の
、
あ
と
の
し
ら
波ナ
ミ

と

云
こ
と
く
、
あ
と
は
、
き
え
て
、
さ
き
へ
轉テ
ン

じ
、
そ
つ
と
も
、
と
ま
ら
ぬ
處
を
、

轉テ
ン
シ
ヨ
ジ
ツ
ニ
ヨ
ク
ユ
ウ

処
実
能
幽
な
り
と
、
心
得
へ
し
。
幽ユ
ウ

也
と
は
、
か
す
か
に
て
、
見
え
ぬ
事
也
。

心
を
そ
こ

く
に
と
ゝ
め
ぬ
と
云
儀
也
。
心
が
一
所
に
と
ゝ
ま
り
た
ら
は
、
兵

法
に
、
ま
く
へ
き
也
。
テ
ン
轉
す
る
所
に
、
残ノ
コ
リた

ら
は
、
散サ
ン

く々
也
。
心
は
、
色イ
ロ

も
か
た
ち
も
な
け
れ
は
目
に
本
よ
り
見
え
ぬ
物
な
れ
と
も
、
着チ
ヤ
クし
て
、
と
ゝ
ま

れ
は
、
心
が
、
そ
の
ま
ゝ
、
見
ゆ
る
者
也
。
た
と
へ
ば
し
ら
ぎ
ぬ
の
こ
と
く
也
。

紅
ク
レ
ナ
イを

う
つ
し
と
む
れ
は
、
紅
に
な
り
、
紫
ム
ラ
サ
キを

、
う
つ
せ
は
、
む
ら
さ
き
の
色

に
成
な
り
。
人
の
心
も
、
物
に
う
つ
れ
は
あ
ら
は
れ
見
ゆ
る
也
。
ち
ご
若
衆
に
、

心
を
う
つ
せ
は
、
や
か
て
、
人
が
見
し
る
也
。
お
も
ひ
内
に
、
あ
れ
ば
色イ
ロ
ホ
カ外
に

あ
ら
は
る
ゝ
也
。
敵
の
は
た
ら
き
を
ば
、
よ
く
見
て
、
そ
こ
に
、
心
を
と
め
ば
、

兵
法
に
ま
く
へ
き
也
。
心
を
と
む
な
と
云
事
に
此
、
偈ゲ

を
引ヒ
キ
モ
チ
ユ用る

也
。
下シ
モ

の
二

句ク

は
畧リ
ヤ
クし

て
不ス
レ
記シ
ル
サレ

之コ
レ
ヲ。

参サ
ン
ガ
ク学

し
て
、
全セ
ン
ヘ
ン篇

は
、
し
る
へ
し
。
兵
法
に
は
上
の

二
句
に
て
、
す
む
事
也
。
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○
兵
法
の
佛
法
に
か
な
ひ
、
禅セ
ン

に
通ツ
ウ

す
る
事
多ヲ
ホ
シ。

中
に
殊コ
ト

更サ
ラ

着ヂ
ヤ
クを

き
ら
ひ
、
物

こ
と
に
と
ゝ
ま
る
事
を
き
ら
ふ
。
尤
是
、
親シ
ン
セ
ツ切
の
所
也
。
と
ゝ
ま
ら
ぬ
所
を
、

簡カ
ン

要ヨ
ウ

と
す
る
也
。
江
口
の
遊ユ
フ
ジ
ヨ女
の
、
西
行
法
師
の
哥
に
、
こ
た
へ
し
哥

　

家
を
出
る
人
と
し
き
け
ば
か
り
の
宿
に

　

心
と
む
な
と
お
も
ふ
ば
か
り
ぞ

兵
法
に
、
此
哥
の
、
下
の
句ク

を
ふ
か
く
、
吟キ
ン
ミ味
し
て
し
か
ら
ん
か
。
如イ
カ
ヤ
ウ

何
様
の

秘ヒ

傳
を
得
て
、
手
を
つ
か
ふ
と
も
、
其
手
に
、
心
が
と
ゝ
ま
ら
は
、
兵
法
は
負

へ
し
。
敵
の
は
た
ら
き
に
も
、
我
手
前
に
も
、
き
つ
て
も
つ
ひ
て
も
其
所
々
に
、

と
ゝ
ま
ら
ぬ
心
の
、
稽ケ
イ
コ古
、
専セ
ン
ヨ
ウ用
也
。

○
龍
済
和
尚
示
テ

レ
衆
ニ
云
ク
是セ
チ
ウ柱
不ス
レ
見ミ
レ

柱
チ
ウ
ヲ

非ヒ
チ
ウ柱
不ス
レ
見ミ
レ
柱チ
ウ

是
非
已ス
テ
ニ

去サ
リ

了
ヲ
ワ
ツ
テ

是セ

非ヒ

裏リ
ニ

薦
セ
ン
シ
ユ
セ
ヨ

取　

此
話セ
ツ

を
、
よ
ろ
つ
の
道
に
、
お
も
ひ
あ
つ
へ
き
と
也
。
さ
る

智チ
シ
キ識

の
示シ
メ

さ
れ
け
る
、
兵
法
に
、
お
も
ひ
あ
て
、
爰コ
ヽ

に
記
シ
ル
シ
ヲ
ク置

者
也
。
是セ
チ
ウ柱

非ヒ
チ
ウ柱

と
は
、
是
非
が
、
柱ハ
シ
ラの
立タ
ツ

た
こ
と
く
、
是セ

ヒ非
善ゼ
ン
ア
ク悪
が
む
ね
の
う
ち
に
、
き
つ
と
、

立
テ
あ
る
也
。
是ゼ

さ
へ
む
ね
に
置ヲ
ク

事
は
、
は
つ
た
と
、
い
や
な
る
に
、
非ヒ

な
事

な
ら
は
、
猶
々
い
や
な
り
。
さ
る
程
に
不ス
レ
見ミ
レ
柱チ
ウ

と
云
也
。
是ゼ

ヒ非
の
柱ハ
シ
ラを

、
見

る
な
と
云
儀
也
。
此
是ゼ

ヒ非
善ゼ
ン
ア
ク悪

が
心
の
病
也
。
此
病
が
、
心
を
さ
ら
ね
は
、
何

事
を
な
す
も
、
よ
か
ら
さ
る
也
。
さ
る
に
よ
り
て
、
是
非
已ス
デ
ニ
サ
リ
ヲ
ツ
テ

去
了
是ゼ

ヒ非
裏リ
ニ

薦セ
ン

取
シ
ユ
セ
ヨと
云
也
。
是
非
を
さ
り
き
つ
て
、
か
へ
つ
て
、
是
非
の
う
ち
に
、
ま
し

は
り
て
、
井
居
よ
。
是
非
の
う
ち
よ
り
、
至シ
コ
ク極

の
位
に
薦ス
ヽ
ミ

の
ほ
れ
と
云
儀
也
。

佛
法
に
達タ
ツ

し
た
り
と
も
、
是
非
を
離ハ
ナ
レた

る
眼マ
ナ
コ、

誠
マ
コ
ト
ニ、

難カ
タ
キレ

有ア
リ

事
也
。

○
尚ホ
フ
シ
ヤ
ウ
ヲ
ウ
シ
ヤ

法
應
捨
何カ
キ
ヤ
ウ況
非ヒ
ホ
ウ法
。
此
文モ
ン

の
心
は
、
法
と
は
、
真シ
ン
ジ
ツ実
の
正シ
ヤ
ウ
ホ
ウ

法
也
。
正
法
也

と
も
、
一
度
さ
と
り
お
は
り
て
は
、
心
に
と
む
へ
か
ら
す
。
法ホ
ウ

尚ナ
ヲ

應ベ
シ

レ
捨ス
ツ

と
也
。

正
法
さ
へ
、
さ
と
り
て
後ノ
チ

、
是
を
む
ね
に
と
ゝ
め
は
、
胸ム
ネ

の
塵チ
リ

也
。
何
イ
カ
ニ
イ
ハ
ン
ヤ

況

非ヒ
ホ
ウ
ヤ法

と
也
。
正
法
さ
へ
捨ス
ツ

へ
し
。
い
わ
ん
や
非ヒ
ホ
ウ法

な
ら
は
、
是
を
胸ム
ネ

に
お
く
へ

か
ら
す
と
い
へ
る
也
。
一
切サ
イ

の
道タ
ウ
リ
ヲ理
を
見
お
は
り
て
、
皆ミ
ナ

胸ム
ネ

に
と
ゝ
め
す
、
は

ら
り
、
く
と
す
て
ゝ
、
胸
を
、
空ク
ウ
キ
ヨ虚
に
な
し
て
、
平ヘ
イ
セ
イ生
の
何
と
な
き
心
に
て
、

所シ
ヨ
サ作

を
な
す
。
此
位ク
ラ
イに

い
た
ら
ず
は
、
兵
法
の
名メ
イ
ジ
ン人

と
は
、
難カ
タ
キレ

言イ
ヽ

也
。
兵
法

は
、
我
家イ
ヘ

の
事
な
れ
は
、
さ
し
て
兵
法
と
申
也
。
兵
法
一
つ
に
不ス
レ
可ヘ
カ
ラレ

限カ
キ
ル。

よ

ろ
つ
の
道
、
如
此
也
。
兵
法
つ
か
ふ
に
、
兵
法
の
心
の
か
ず
は
病
氣
也
。
弓
射イ
ル

に
弓
射
る
心
か
の
か
ず
は
、
弓
の
病
也
。
只
常ツ
ネ

の
心
に
成
て
、
太
刀
を
つ
か
ひ
、

弓
を
射イ

ば
、
弓
に
難ナ
ン

な
く
太
刀
自シ
ユ
ウ由

な
る
へ
し
何
事
に
も
、
お
と
ろ
か
す
、
常ツ
ネ

の
心
よ
ろ
つ
に
よ
し
。
平ヘ
イ
セ
イ生
の
心
を
、
う
し
な
ひ
て
、
何
に
て
も
そ
の
事
を
、

い
は
ん
と
お
も
は
ゝ
、
聲コ
ヘ

ふ
る
ふ
へ
し
。
常
の
心
を
う
し
な
ひ
て
、
人
前
に
て
、

物
を
書カ
ク

な
ら
は
手
ふ
る
ふ
へ
し
。
常
の
心
と
云
は
、
胸ム
ネ

に
、
何
事
を
も
、
不
レ

残
不
レ
置
、
あ
と
を
は
ら
り

く
と
す
て
ゝ
、
胸
が
空ク
ウ
キ
ヨ虚

に
な
れ
は
、
常
の
心

な
り
。
儒ジ
ユ
シ
ヨ書
を
よ
む
人
、
此
虚キ
ヨ
シ
ン心
の
道
理
を
、
不
二
心
得
一
し
て
、
ひ
と
へ
に
、

敬ケ
イ
ノ

字ヂ

の
儀
に
、
落ヲ
ツ

る
也
。
敬
の
字
の
心
は
、
至シ
ゴ
ク極
向コ
ウ
シ
ヤ
ウ
上
に
は
あ
ら
ず
。
階カ
イ
〈
キ

ザ
ハ
シ
〉
の
、
一
二
段
に
、
あ
る
修
シ
ユ
キ
ヤ
ウ行

也
と
ぞ
。

兵
法
之
本
書
一
巻
者
、
名
進シ
ン

履ク
ツ

橋キ
ヤ
ウ

大
凡
目
録
也
。
亡
父
但
馬
守
宗
厳
、
自
二

上
泉
武
蔵
守
藤
原
秀
綱
一
、
所
直
傳
也
。
右
之
目
録
之
分
、
於
相
窮
人
者
、
書
二

写
右
ノ
本
書
一
巻
一
ヲ
而
授
レ
之
可
レ
為
二
相
伝
之
證シ
ヤ
ウ

一
者
也
。
今
此
上
下
両
巻
者
、

習
之
外
之
別
傳
也
。
亡
父
一
生
、
以
道
、
寝
シ
ン
シ
ョ
ク食

之
間
不
忘
之
。
故
、
於
二
此
道

一
ニ
得
二
妙
理
一
、
平
生
置ヲ
キ

二
予ヨ
ヲ

於
左
右
二
ニ
談
ジ

レ
妙
ヲ
説
ク

レ
玄
ヲ
有
二
ル
ト
キ
ン
ハ
聊
モ
聞

得
一
則
拳ケ
ン

く々
而〆

服ツ
ク

レ

膺
ム
ネ
ニ

予ヨ

成ナ
リ

レ

人
ヒ
ト
ヽ

握
テ

二
手テ
ニ

刀
柄
ヲ

一
而
雖
レ

継
ツ
ク
ト

二
父
業ゲ
フ
ヲ

一
未
會
テ
自

由
一
漸
ク
過
二
知
命
ノ
之
年
ヲ

得
ヱ
タ
リ

二
此
道
ノ
之
滋シ
イ
ミ
ヲ味

一
毎
ニ

レ
得
二
一イ
ツ
ケ
ン件

之ノ

理リ
ヲ

一
記
ス

レ
之
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積
ン
テ

渉
ワ
タ
リ

二
多
端
ニ

一
所
レ

窮
キ
ワ
マ
ル

帰
二
一
心
ニ

一
々
々
渉
リ

二
多
事
ニ

一
々
々
収
ヲ
サ
マ
ル

二
一
心
ニ

一
。
畢
ヒ
ツ
キ
ヤ
ウ竟

在
リ

二
于
茲コ
ヽ
ニ

一
。
今
書
之
、
為
二
両
巻
一
、
并
本
書
、
共
三
巻
、
以
テ

遺
ノ
コ
ス
ト

二
之
家イ
ヱ
ニ

一
云イ
フ

。

上
泉
武
蔵
守
藤
原　

秀
綱

亡
父
柳
生
但
馬
守
平　

宗
厳

的
子
柳
生
但
馬
守
平　

宗
矩　

花
押

寛
永
十
四
年
丁
丑
五
月
吉
日

細
川
越
中
守
殿　

泰

此
巻
上
下
を
殺
人
刀
活
人
剱
と
名
付
た
る
心
は
人
を
こ
ろ
す
刀
、
却
而
人
を
い

か
す
つ
る
ぎ
也
と
は
、
夫
乱
た
る
世
に
は
故
な
き
者
多
死
す
る
也
乱
た
る
世
を

治
め
む
為
に
殺
人
刀
を
用
て
已
ス
テ
ニ

治
る
時
は
殺
人
刀
即
活
人
剣
な
ら
ず
や
こ
ゝ

を
以
テ
所
名
付
也
。

古
越
州
公
よ
り
肥
州
公
江
亡
父
但
馬
守
進
上
仕
置
候
御
書
物
三
冊
今
以
於
拙
者

相
違
無
御
座
者
也
仍
而
如
件

柳
生
飛
騨
守　

宗
冬　

花
押

寛
文
三
年

卯
ノ
四
月
八
日

細
川
越
中
守
殿　

泰

三　

小
城
鍋
島
家
本
と
の
比
較

１
．
構
成

『
兵
法
家
伝
書
』
下
巻
は
「
活
人
剣
」
と
呼
ば
れ
る）

3
（

。
こ
の
「
活
人
剣
」
の
巻

の
中
に
「
無
刀
之
巻
」
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
次
の
六
つ
の
項
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る）

4
（

。

①　

無
刀　
　

②
大
機
大
用　
　

③
転
処
実
に
能
く
幽
な
り　
　

④
是
非
裏

に
薦
取
せ
よ　
　

⑤
法
尚
応
捨
、
何
況
非
法　
　

⑥
後
文

２
．
考
察

最
初
に
、「『
兵
法
家
伝
書
』
伝
本
の
比
較
研
究　

─
細
川
家
本
と
小
城
鍋
島

家
本
─
」
の
考
察
に
お
い
て
導
き
出
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
そ
こ
で

は
、
細
川
家
本
よ
り
後
に
執
筆
さ
れ
た
小
城
鍋
島
家
本
が
細
川
家
本
を
底
本
と

し
て
い
な
い
事
由
を
述
べ
た
。
そ
れ
は
本
文
に
お
い
て
、

ア
．
平
仮
名
の
元
と
な
る
漢
字
が
一
定
し
て
い
な
い
。

イ
．
漢
字
と
平
仮
名
が
不
統
一
で
あ
る
。

ウ
．
改
行
す
べ
き
と
こ
ろ
が
さ
れ
て
い
な
い
。

の
三
点
に
集
約
さ
れ
た
。

ま
た
、
朱
書
き
の
部
分
に
お
い
て
も
、

ア
．
振
り
仮
名
の
施
し
方

イ
．
句
読
点
の
打
ち
方

ウ
．
特
徴
的
な
読
み
方

に
お
い
て
統
一
的
な
振
り
方
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
あ
る
。
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こ
れ
を
受
け
た
前
回
「『
兵
法
家
伝
書
』
伝
本
の
比
較
研
究
Ⅱ　

─
細
川
家
本

と
小
城
鍋
島
家
本
─
」
で
は
、
本
文
で
の
「
改
行
す
べ
き
と
こ
ろ
が
さ
れ
て
い

な
い
」
を
除
く
他
の
五
点
に
お
い
て
も
、
同
様
の
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
加
え
て
細
川
家
本
に
は
「
語
彙
の
欠
如
」
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

即
ち
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
小
城
鍋
島
家
本
が
細
川
家
本
を
底
本
と
し
て
い
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
し
た
「
無
刀
之
巻
」
を
鳥
瞰
す
る
と
、
前
回

ま
で
の
考
察
同
様
、「
平
仮
名
の
元
と
な
る
漢
字
が
一
定
し
て
い
な
い
」「
漢
字

と
平
仮
名
が
不
統
一
で
あ
る
」「
振
り
仮
名
の
施
し
方
」「
句
読
点
の
打
ち
方
」

「
特
徴
的
な
読
み
方
」
の
特
徴
が
窺
え
る
。
こ
の
内
、
朱
書
き
部
分
の
振
り
仮
名

の
特
徴
的
事
例
と
し
て
、
構
成
④
「
是
非
裏
薦
取
」
に
お
け
る
、「
さ
る
に
よ
り

て
、
是
非
已ス
デ
ニ
サ
リ
ヲ
ツ
テ

去
了
是ゼ

ヒ非
裏リ
ニ
薦セ
ン

取
シ
ユ
セ
ヨと

云
也
。」
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
已
ス
デ
ニ
サ
リ
ヲ
ツ
テ

去
了
」

は
、
小
城
鍋
島
家
本
で
は
「
已
ス
デ
ニ
サ
リ
ヲ
ワ
ツ
テ

去
了
」
と
あ
る
。
ま
た
、
構
成
⑥
「
後
文
」

に
お
け
る
「
進
履
橋
」
が
「
進シ
ン

履ク
ツ

橋キ
ヤ
ウ」
と
読
み
が
振
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
特

徴
的
読
み
方
の
事
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
、「
シ
ン
リ
キ

ョ
ウ
」
と
読
ま
せ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

前
回
Ⅱ
の
考
察
で
新
た
な
事
例
と
し
て
挙
げ
た
「
言
葉
の
欠
如
」
で
は
、
構

成
⑥
「
後
文
」
に
お
け
る
「
亡
父
一
生
、
以
道
、
寝
シ
ン
シ
ョ
ク食
之
間
不
忘
之
」
の
「
以

道
」
は
、
小
城
鍋
島
家
本
で
は
「
以
此
道
」
と
、「
此
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
此
」
が
欠
如
し
た
事
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、「
兵
法
家
傳
書
下
巻
」
で
見
ら
れ
た
左
側
へ
の
ル
ビ
に
お
い
て
も
、

次
の
よ
う
な
箇
所
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・�

②
大
機
大
用　
「
匂
ひ
を
は
つ
す
る
こ
と
く
に
」
に
対
し
て
「
ニ
ホ
ヒ
ト
ハ

カ
ノ
行
ワ
タ
リ
イ
ツ
ク
ニ
モ
ミ
チ
タ
ル
ヲ
匂
ヒ
ト
云
也
」
と
あ
る
。

・�

同
②　
「
機
が
、
い
か
た
ま
り
、
擬
か
た
ま
り
て
」
に
お
い
て
「
擬
」
の
右

側
に
「
ウ
ノ
メ
ガ
イ
」、
左
側
に
「
コ
リ
」
と
あ
る
。

・�

同
②　
「
枢
機
と
て
、
戸
の
く
る
ゝ
也
」
に
お
い
て
「
枢
」
の
右
側
に
「
ス

ウ
」、
左
側
に
「
ク
ル
ヽ
」
と
あ
る
。

・�

⑤
法
尚
応
捨
、
何
況
非
法　
「
階
の
、
一
二
段
に
、
あ
る
シ
ユ
キ
ヤ
ウ
修
行

也
と
ぞ
。」
に
お
い
て
、「
階
」
の
右
側
に
「
カ
イ
」、
左
側
に
「
キ
ザ
ハ

シ
」
と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
左
側
ル
ビ
は
、
す
べ
て
小
城
鍋
島
家
本
で
は
み
ら
れ
な
い�

。
つ

ま
り
、
こ
れ
ら
は
小
城
鍋
島
家
本
よ
り
後
に
完
成
し
た
細
川
家
本
に
お
い
て
振

ら
れ
た
ル
ビ
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
る
。

結
語「『

兵
法
家
伝
書
』
伝
本
の
比
較
研
究　

─
細
川
家
本
と
小
城
鍋
島
家
本
─
」

で
も
取
り
上
げ
た
が
、
両
家
本
の
原
本
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
が
江
戸
柳
生
家

に
あ
る
と
渡
辺
一
郎
氏
が
述
べ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
今
回
の
考
察
で
明

ら
か
に
な
っ
た
よ
う
な
差
異
は
、
既
に
両
の
原
本
の
段
階
で
生
じ
て
い
た
か
、

あ
る
い
は
書
写
の
段
階
で
写
し
手
の
意
図
が
加
味
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
ま
で
三
回
に
亘
っ
て
考
察
を
加
え
て
き
た
本
研
究
は
、『
兵
法
家
伝
書
』

流
布
本
の
原
典
を
探
し
出
す
為
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
本
の
比
較
研
究
で
あ
り
、
細
川

家
本
を
翻
刻
す
る
作
業
で
も
あ
っ
た
。
今
回
の
一
連
の
作
業
よ
り
導
き
出
さ
れ

た
特
徴
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
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（
一
）
本
文
に
お
い
て

　
　

ア
．
平
仮
名
の
元
と
な
る
漢
字
が
一
定
し
て
い
な
い
。

　
　

イ
．
漢
字
と
平
仮
名
が
不
統
一
で
あ
る
。

　
　

ウ
．�

改
行
す
べ
き
と
こ
ろ
が
さ
れ
て
い
な
い
（
あ
る
い
は
項
目
立
て
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
）。

　
　

エ
．
語
彙
の
欠
如
（
あ
る
い
は
書
き
忘
れ
）。

（
二
）
朱
書
き
に
お
い
て

　
　

オ
．
振
り
仮
名
の
施
し
方
の
差
異
。

　
　

カ
．
句
読
点
の
打
ち
方
の
差
異
。

　
　

キ
．
特
徴
的
な
読
み
方
の
存
在

　
　

ク
．
左
側
ル
ビ
の
差
異
。

こ
れ
ら
の
特
徴
の
う
ち
、
特
に
注
意
を
要
す
る
差
異
を
抽
出
し
た
の
が
、
次

の
表
で
あ
る
。細

川
家
本

小
城
鍋
島
家
本

①

刀
二
に
て
、
つ
か
ふ
兵
法
、
は
負

も
一
人
、

刀
二
に
て
つ
か
ふ
兵
法
は
、
負

も
一
人
、

④

真
実
を
内
に
か
く
し
て
、
外ホ
カ

に

は
か
り
こ
と

（
ル
ビ
な
し
）

⑪

ゆ
ぶ
り
も
っ
て
づ
る

く

ゆ
ぶ
り
も
っ
て
つ
る

く

⑭

内
心
に
油
断
な
く
し
て
、
此
け

い
こ
、
つ
も
り
ぬ
れ
は
、

内
心
に
、
油
断
な
く
し
て
、
此
け

い
こ
つ
も
り
ぬ
れ
は
、

⑱

初シ
ヨ
ヂ
ウ重

後コ
ウ

重ヂ
ウ

あ
り

初
重
、
後
重
あ
り
（
ル
ビ
な
し
）

⑱

余ヨ
カ
タ方
へ
乱
さ
ゞ
る
也
。

（
ル
ビ
な
し
）

⑱

後
重
に
は

○
後
重
に
は

⑬

間マ
ニ
不ス
レ
容イ
レ

髪ハ
ツ

〈
ア
イ
ダ　

カ
ミ
ス
チ

ヲ
〉

間マ
ニ

不ス
レ
容イ
レ

髪ハ
ツ
ヲ〈

ア
イ
タ
ヘ　

イ
レ　

カ

ミ
ス
ヂ
ヲ
〉

⑬

打
た
所
を
か
へ
さ
す
し
て
、

打
た
所
を
、
心
を
か
へ
さ
す
し

て
、

⑭

唯ユ
イ
イ
チ一

唯ユ
イ
イ
チ一

〈
タ
ヾ
ヒ
ト
ツ
〉

⑭

心シ
ン

空ク
ウ

也

心シ
ン

空ク
ウ

也
〈
シ
ン
ノ
ク
ウ
ナ
リ
〉

⑭

雷ラ
イ
デ
ン電

雷ラ
イ
デ
ン電

〈
カ
ミ
ナ
リ
イ
カ
ヅ
チ
〉

②

匂
ひ
を
は
つ
す
る
こ
と
く
に
〈
ニ

ホ
ヒ
ト
ハ
カ
ノ
行
ワ
タ
リ
イ
ツ
ク
ニ
モ
ミ

チ
タ
ル
ヲ
匂
ヒ
ト
云
也
〉

（
ル
ビ
な
し
）

②

擬
ウ
ノ
メ
カ
イ〈

コ
リ
〉
か
た
ま
り
て

（
ル
ビ
な
し
）

②

枢ス
ウ

〈
ク
ル
ヽ
〉
機
と
て
、

（
ル
ビ
な
し
）

⑤

已ス
デ
ニ
サ
リ
ヲ
ツ
テ

去
了

已ス
デ
ニ
サ
リ
ヲ
ワ
ツ
テ

去
了

⑤

階カ
イ

〈
キ
ザ
ハ
シ
〉
の
、
一
二
段
に

（
ル
ビ
な
し
）

⑥

進シ
ン

履ク
ツ

橋キ
ャ
ウ

（
ル
ビ
な
し
）

⑥

以
道

以
此
道

『
兵
法
家
伝
書
』
は
秘
伝
書
と
し
門
外
不
出
の
書
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
に

は
構
成
に
お
い
て
複
写
さ
れ
、
多
く
の
者
の
目
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

そ
の
複
写
物
が
四
つ
あ
る
ど
の
原
典
由
来
の
物
な
の
か
は
元
よ
り
、
原
典
間
の

差
異
比
較
さ
え
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
現
実
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
順
序
的

に
は
流
布
本
の
原
典
を
辿
る
前
段
階
の
作
業
と
し
て
、
原
典
間
の
比
較
考
察
が

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

本
研
究
が
三
回
に
亘
り
細
川
家
本
の
翻
刻
と
共
に
小
城
鍋
島
家
本
と
の
比
較

を
行
っ
て
き
た
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
、
再
度
こ
こ
に
記

し
置
き
た
い
。
先
ず
は
今
回
の
比
較
研
究
を
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
他
の
二

殺人刀上巻

活人剣下巻（無刀之巻） 活人剣下巻
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つ
の
原
典
を
取
り
上
げ
て
の
比
較
考
察
を
早
急
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

前
述
の
如
く
、
筆
者
の
主
眼
は
こ
の
原
典
比
較
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
流
布

本
の
出
典
調
査
に
あ
る
。
こ
の
出
典
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
同
時
に
、
当
時

の
柳
生
家
と
原
典
が
贈
ら
れ
た
各
大
名
と
、
そ
し
て
流
布
本
所
有
の
家
と
の
関

係
が
明
確
に
な
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
秘
伝
本
が
ど
の
よ
う
な
経
路
で
門
外

に
行
き
渡
っ
て
い
っ
た
の
か
、
感
心
の
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
回
の
三
回
に
亘
る
研
究
を
振
り
返
る
過
程
に
お
い
て
、
翻
刻
箇

所
に
誤
記
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
正
誤
表
を
巻
末
に
掲
載
し
て
お
く
。

【
注
】

（
１
）　

今
村
嘉
雄
他
、
同
朋
舎
出
版
。
全
十
巻
で
付
属
と
し
て
小
城
鍋
島
家
『
兵
法
家

伝
書
』
の
複
写
物
が
つ
い
て
い
る
。

（
２
）　

拙
著
『
兵
法
家
伝
書
に
学
ぶ
』
日
本
武
道
館
、
二
〇
〇
四
年
。

（
３
）　
『
兵
法
家
伝
書
』
下
巻
の
末
尾
に
「
此
巻
上
下
を
殺
人
刀
活
人
剣
と
名
付
た
る

心
は
」
と
あ
る
。

（
４
）　

前
掲
書
ⅱ
、
二
二
頁
参
照
。

（
５
）　
「『
兵
法
家
伝
書
』
伝
本
の
比
較
研
究
Ⅱ
」
に
お
い
て
、
左
側
ル
ビ
の
事
例
を
六

つ
あ
げ
、
そ
の
総
て
に
お
い
て
小
城
鍋
島
家
本
で
は
振
ら
れ
て
い
な
い
と
し
た
が
、

そ
の
後
の
作
業
の
結
果
、
小
城
鍋
島
家
本
で
も
振
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

Abstract
Comparing�the�text�of� “Heiho-kaden-Syo”�of�Ogi-Nabeshima�（which�the�author� is�

now�reproducing）�with�that�of�Hosokawa,�this�study�aims�to� illustrate�all�the�textual�
variants�to�see� if� the�text� is�based�on�the�common�source.�Reading�“Muto�no�maki”�
from�“Katsuninken�Gekan”�the� finds�that�（）�the�textual�style�peculiar�to�“Muto�no�
maki”� is�also� found� in�“Setsuninto�Jokan”�and�“Katsuninken�Gekan”;�（）�the�different�
styles�of�rubric�（giving�kana�along�Chinese�characters）�include�the�left�side�are�found�
especially� in�“Muto�no�maki”;�3）�these�two�texts�of� “Heiho-kaden-Syo”�are�therefore�
unlikely�to�be�based�on�the�same�textual�source.�
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正
誤
表

兵
法
家
伝
書
上
巻
＊
（

頁

原
文

修
正

一
四
頁
下
段

悪
レ
之
。
不
レ
獲

悪
レ
之
不
レ
獲

一
五
頁
上
段

大
機
大
用

大
機
大
用

云
へ
し
。
ま
た
両
陣

云
へ
し
ま
た
両
陣

治オ
サ
マれ
る
時

治ヲ
サ
マれ
る
時

は
て

く
ま
て
も

は
て

ぐ
ま
て
も

受シ
ウ
リ
ヤ
ウ
コ
ク
シ

領
国
司
を
定
め

受シ
ユ
リ
ヤ
ウ
コ
ク
シ

領
国
司
を
定
め

受シ
ウ
リ
ヤ
ウ
コ
ク
シ

領
国
司
代ダ
イ
カ
ン
ヂ
ト
ウ

官
地
頭

受シ
ユ
リ
ヤ
ウ
コ
ク
シ

領
国
司
代ダ
イ
カ
ン
ヂ
ト
ウ

官
地
頭

一
五
頁
下
段

あ
ら
ま
ほ
し
。
是

あ
ら
ま
ほ
し
是

は
し
め
終オ
ハ
リ、

は
し
め
終ヲ
ハ
リ、

も
の
な
れ
ば
、
天
下

も
の
な
れ
は
、
天
下

一
六
頁
上
段

あ
ら
す
。
秘
す
る
は
、

あ
ら
す
秘
す
る
は
、

然
ば
、
門
は

然
は
、
門
は

し
か
れ
ば
学
は
門

し
か
れ
は
学
は
門

家
に
あ
ら
ず
。

家
に
あ
ら
す
。

な
ら
ざ
る
也
。

な
ら
さ
る
也
。

し
ら
ず
と
云
事
な
き

し
ら
す
と
云
事
な
き

一
六
頁
下
段

百モ
モ
テ手
の
太
刀
を

百モ
、
テ手
の
太
刀
を

心
也
。
さ
て
よ
く

心
也
さ
て
よ
く

一
六
頁
下
段

格ツ
ク
スレ
物コ
ト

之
心
也

格ツ
ク
スレ

物
コ
ト
ヲ

之
心
也

一
七
頁
上
段

お
と
ろ
か
す
か
手
立

お
と
ろ
か
す
か
、
手
立

一
七
頁
下
段

き
び
し
く
切
て

き
ひ
し
く
切
て

先
を
さ
せ
む
為
也
。

先
を
さ
せ
ん
為
也
。

一
八
頁
上
段

相
が
ま
へ
の
事

相
か
ま
へ
の
事

一
八
頁
下
段

目
付
を
は
づ
す

目
付
を
は
つ
す

か
け
、
習
、
の
か
ゝ
り

か
け
、
習
の
か
ゝ
り

は
た
ら
く
べ
き
と
も

は
た
ら
く
へ
き
と
も

一
九
頁
上
段

成
か
た
き
物
也
。

成
か
た
き
も
の
也
。

つ
も
り
あ
れ
ば
、

つ
も
り
あ
れ
は
、

さ
く
れ
ば
こ
し
て

さ
く
れ
は
こ
し
て

一
九
頁
下
段

拍
子
か
の
れ
ば

拍
子
か
の
れ
は

ふ
る
ひ

く

ふ
る
ひ

く
、

ち
が
ふ
様
に
す
べ
き
也

ち
が
ふ
様
に
す
へ
き
也

二
〇
頁
上
段

能
け
い
こ
す
ま
し
て

よ
く
け
い
こ
す
ま
し
て

二
〇
頁
下
段

か
け
て
、
見
る
べ
し
。

か
け
て
、
見
る
へ
し
。

下
は
氣
、
懸
に

下
は
氣
懸
に

さ
れ
ば
、
上ウ
ヱ

を
吹
は
、

さ
れ
ば
、
上ウ
エ

を
吹
は
、

二
〇
頁
下
段

ふ
た
め
か
ず
し
て

ふ
た
め
か
す
し
て

氣
を
懸
に
無
二
油
断
一

氣
を
懸
に
、
無
二
油
断
一

二
一
頁
上
段

外
懸
な
れ
は
、
外

外
懸
な
れ
は
外

し
か
れ
ば
念
を
以
て

し
か
れ
は
念
を
以
て

二
一
頁
下
段

可
心
得
そ
や
。
こ
た
へ

可
心
得
そ
や
こ
た
へ

修シ
ユ
キ
ヤ
ウ
行
を
も
つ
て

修シ
ユ
ギ
ヤ
ウ
行
を
も
つ
て

二
二
頁
上
段

人
が
、
道ダ
ウ
シ
ヤ者

也
。

人
が
、
道タ
ウ
シ
ヤ者

也
。

二
二
頁
下
段

お
も
は
ず
し
て
、
無
心

お
も
は
す
し
て
、
無
心

木
人
如
シレ

對
タ
イ
ス
ル
ガ

二
花
鳥
一

木
人〝
如
シレ

對
タ
イ
ス
ル
ガ

二
花
鳥
一

居
た
る
が
ご
と
く
と
也

居
た
る
か
こ
と
く
と
也

木
人
は
心
な
け
れ
ば

木
人〝
は
心
な
け
れ
ば

う
ご
か
ざ
る
。
尤
道
理

う
ご
か
ざ
る
尤
道
理

成
へ
き
そ
や
。
木
人

成
へ
き
そ
や
木
人

あ
る
べ
か
ら
ず
。

あ
る
へ
か
ら
ず
。

射
ざ
る
也
。
常
の
心
に

射
ざ
る
也
常
の
心
に
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用
る
事
也
。

用
る
事
也

二
三
頁
上
段

教
る
也
。

を
し
ゆ
る
也
。

後
重
に
は
、

（
改
行
し
な
い
）

二
三
頁
上
段

は
な
し
か
け
て
や
り

は
な
し
か
け
て
、
や
り

身
口
意
の
三
業
平
等

身
口
意
〈
ク
チ
ト
コ
ゝ
ロ
ト
〉
の
三
業

平
等

始
終
治
り
た
る

始
終
〈
ハ
シ
メ
ト
ヲ
ハ
リ
〉
治
り
た
る

身
口
意
の
三
業
を
浄
め

身
口
〈
ミ
ト
ク
チ
ト
コ
ゝ
ロ
ト
〉
意
の

三
業
を
浄
め

う
ご
か
ず
、
千
波
万
波

う
ご
か
ず
千
波
万
波

細
川
越
中
守
殿　

参

細
川
越
中
守
殿　

泰

兵
法
家
伝
書
下
巻
＊
（

一
六
頁
上
段

百
様
之
構
あ
り
共

百
様
之
構カ
マ
ヘあ

り
共

手
字
種
利
剱
一
つ
を
眼

手
字
種
利
剱
一
を
眼

有
也
。
隠
時
は
無
也
。

有
也
隠
時
は
無
也
。

無
無
の
時
は
、
無
に
付

無
の
時
は
、
無
に
付

一
六
頁
下
段

秘
傳
也
。
是
を
、

秘
傳
也
是
を
、

無
も
有
と
云
也
。
有
と

無
も
有
と
云
也
有
と

一
七
頁
上
段

名
為
二
油
神
妙
ト
一

名
為
二
油
神
妙
ト一

あ
ら
は
る
ま
じ
き
也
。

あ
ら
は
る
ま
し
き
也
。

一
七
頁
下
段

所
之
事
、
口
伝
す
へ
し
。

所
之
事
、
口
傳
す
へ
し
。

早
も
あ
く
、
遅
き
も

早
も
あ
し
、
遅
き
も

一
八
頁
上
段

極
意
之
一
刀
也
。
敵
、

極
意
之
一
刀
也
敵
、

一
八
頁
上
段

眼
に
、
利
剣
を
見
る

眼
に
、
手
利
剣
を
見
る

一
八
頁
下
段

病
と
は
、
心
の
そ
こ

病
と
は
、
心
の
、
そ
こ

一
九
頁
上
段

は
る

ぐ
高
き
天
に

は
る

く
高
き
天
に

一
九
頁
下
段

説
給
ふ
と
也
。
経
は
、

説
給
ふ
と
也
経
は
、

や
れ
口ク
チ
オ
シ惜
や
、

や
れ
口ク
チ
ヲ
シ惜
や
、

い
か
れ
ば
、
敵
き
ひ
し

い
か
れ
は
、
敵
き
ひ
し

二
〇
頁
上
段

間
不
レ
容
髪
と
は

間
不
レ
容
髪
〈
ア
イ
ダ　

カ
ミ
ス
チ
ヲ
〉

と
は

一
に
さ
る
と
云
也
。

一
に
さ
る
と
云
心
也
。

二
〇
頁
下
段

か
く
し
こ
と
葉
な
り
。

か
く
し
言
葉
な
り
。

一
心
は
此
身
の
主
人

一
心
は
此
身
の
主
人〝

心
の
う
ご
か
ぬ
は
空
也

心シ
ン

の
う
ご
か
ぬ
は
空
也

二
一
頁
上
段

さ
と
り
た
ら
ば
、
一
切

さ
と
り
た
ら
ば
一
切

二
一
頁
下
段

其
本
心
に
わ
が
な
す

其
本
心
に
、
わ
が
な
す

一
藝
の
上
に
通
ず
る
は

一
藝
の
上
に
通
す
る
は

二
二
頁
上
段

此
ノ
本
心
、
妄
心
に
、

此
本
心
、
妄
心
に
、

又
相サ
ウ
ジ似
の
禅ゼ
ン

と
て
、

又
相サ
ウ
ジ似

〈
ア
イ
ニ
タ
ル
〉
の
禅ゼ
ン

と
て
、

為
レ
理
。
是
皆
此
身
の

為
レ
理
是
皆
此
身
の

二
二
頁
下
段

邪ジ
ヤ
シ
ヤ
ウ
正
〈
ヨ
コ
シ
マ
〉
を
よ
く
い
ひ
わ

け

邪ジ
ヤ
シ
ヤ
ウ
正
〈
ヨ
コ
シ
マ
タ
ダ
シ
〉
を
よ
く
い

ひ
わ
け

＊
１
兵
法
家
伝
書
上
巻　
『
目
白
大
学
人
文
学
研
究
』
第
四
号　

平
成
二
〇
年
二
月

＊
２
兵
法
家
伝
書
下
巻　
『
目
白
大
学
人
文
学
研
究
』
第
五
号　

平
成
二
一
年
二
月


